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本事業に関連するイメージ
（研究開発内容のポンチ絵、製品イメージ、

将来のビジネスプランなど）

ジャンボタニシ検知ＡＩを活用したジャンボタニシ誘引駬の開発

菊池 拓仁
チーム名︓QUINT

水稲をはじめとした作物や植物の苗をジャンボタニシが食害することで、収量が減るうえに対策にかける経費や
労働負荷が高い問題点がある。

そこで、ジャンボタニシを集める餌を設置することで、誘引させたのちに容易に捕獲または防除が可能になる製品
を創り出す。

・ニューラルネットワーク法が活用できるような研究手法の構築
・ジャンタニコイコイの製造設備の充足
・資材メーカーへの販売交渉

昨年の研究成果の一部をXに公開することで、大きく評価を受けることができた。
更に、クラウドファンディングを実施し、需要が高いことも分かった。
今後は参入障壁を高めるために、更なる研究を実施しながら、バージョンアップを図り、JAGRIなどにも出店をす
ることで、知名度を向上させる予定である
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